
あさの克彦 政策レポート 衆議院小選挙区 埼玉県第４区
朝霞市 /志木市 /和光市 /新座市

あさの克彦 検索

「政治家」が変われば「政治」は必ず良くなる
そう信じて朝霞・志木・和光・新座の皆さまと
全力で行動していきます。

あさの克彦あさの克彦

～いっしょに「新しい答え」をつくりませんか？～

国民民主党 党員・サポーター募集！
お申込み・詳細は、国民民主党 埼玉県連ホームページ、または あさの克彦事務所 まで

国民民主党  埼玉県連ＨＰ ↓

埼玉県総支部連合会 代表埼玉県総支部連合会 代表
国民民主党 埼玉県第４区総支部長国民民主党 埼玉県第４区総支部長

「ウォータフォール型」と「アジャイル型」

２０２１年８月　Ｖｏｌ.１３

皆様は「ウォーターフォール」と「アジャイル」
というものをご存じでしょうか？
初めて聞いたという方も多いかもしれませんが、
これは元々ＩＴ用語だそうです。
ウォーターフォールと言うのは、プログラムを
作る時に、水が落ちるときの水の流れの方向の
ように、最初に大方針、及び細い仕様など、全ての
道筋をちゃんと決めてから始めることです。
水が落ちるときのように途中での変更は難しい
ですが、その代わり何の問題もなくスムーズに
流れることが期待できます。
これがウォーターフォール型です。
それに対してアジャイルというのは、スタート
地点と目的地だけ決めておいて、道筋は進めながら
考えていくという方法です。
おおよその方向が決まっていますので、方向を

たどりながら行けば良いわけです。
ただし途中にもしかしたら大きな岩があったり、
大きな穴が開いているかもしれませんので、
そういったことを避けながら進めていきます。
完成までに発生する様々な課題に一つ一つ対処
しながら進めていきます。
アジャイル型のメリットはスタートが速いという
ことです。
ウォーターフォール型ではすべての道筋が見えて
からスタートしますので、最初のスタートは
非常に時間がかかってしまいます。
アジャイル型の具体例ですと、最近の携帯電話の
OSなどがそうです。
まず大まかに出来ることを決めて出しておいて、
あとはアップデートの中で細かい変更をかける
ことで様々な不具合に対処していく方法です。
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国民民主党 埼玉県第4区総支部

〒351-0025
朝霞市三原4-5-18 ベルコーポＩ-102

TEL  048（483）5290　FAX  048（483）5291

E-mail  info@asano-k.net

あさの克彦 事務所あさの克彦 事務所

昭和 49 年  北海道札幌市生まれ
平成 10 年  北海道大学工学部卒
　　 12 年  大学院中退後、IT 企業入社
　　 13 年  前埼玉県知事 上田きよし秘書、後に事務所長
　　 21 年  東京都議会議員を２期務める
　　 30 年  タクシードライバーから
　　　　　 参議院議員公設第一秘書
中学・高校と柔道部に所属（初段）
好きなこと：運動、カラオケ、読書
好きな食物：白いご飯
ニックネーム：かつを
お　　　酒：酒は弱いが飲み会好き
家　　　族：妻、長男、長女

プ ロ フ ィ ー ル 連  絡  先

（朝霞市 / 志木市 / 和光市 / 新座市）

対応の早い「アジャイル型」の政治を

私もあさの克彦さんを応援しています。
ぜひ、皆さまの力をお貸しください！

国民民主党   代表
衆議院議員

玉木 雄一郎

私も応援しています！私も応援しています！

何故この話をしたかというと、日本の政治は
そろそろウォーターフォール型からアジャイル型
に変わっていかなければならないということを
思っているからです。
日本の政治は、ともするといつも完璧を求めて、
なんの問題も起きないように、どんな課題も
発生しないように完璧なものを作ってから法律
や制度としてスタートさせます。
しかしそんなやり方をしている間に 2年も3年も、
あるいは 5 年、10 年と課題を放置することに
なってしまいます。
そうではなく、課題が見つかった瞬間に、まず
対処する法律や制度ををすぐに通して、それに
対して様々な問題が出てきた時には一つ一つ全て
対処していけばいいのです。

スピードアップが求められますが、対応が速く
なるというメリットがあります。
こうしたことに応えられる政治体制をどの様に
つくるかというのが大事ではないでしょうか。
様々なスキャンダルであったり、くだらない失言
に対する議論をしている内は、こういった素早い
対応は出来ません。
常にどんな課題があって、今動かしている法律や
制度の中にどんな問題があるかということに
アンテナを張って常に取り上げながら、そして
それを一つ一つ改正していくというやり方を導入
していかない限りはなかなか上手くいきません。
そして同時に、国会も通年議会にすることが
必要です。
通常国会が何日から何日までと決まっていて、
最終的には日程闘争になり、不信任案を出すか
出さないかというような話をするのではなく、
一年中国会が開いていて必要に応じて常に議会が
開かれ、委員会も本会議も常に素早い対応を
可能にしていく体制を整えることが必要だと
思います。
まずは皆さんも頭を切り替えて、問題が出たから
悪いのではなくて、問題に対応する速度を上げる
ことが大事なのだという角度から物事を見て
いっていただきたいと思います。
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参考：衆議院ホームページ  国会会期一覧
あさの克彦 検索
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